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神
宮
球
場
に
横
断
幕
踊
る

10
月
7
日
、
神
宮
球
場
で
行
わ
れ

た
東
京
六
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戟

明
大

×
早
大
戦

で
、
外
野
席

に
「
輝

け
盛
岡

一
高

の
星
佐
藤
崇
史
」
と

大

書

し
た
横
断
幕
が
現
れ
、
人
目
を
引

い
た
。
平
成

10
年
3
月
卒

で
、

明
大

野
球
部

の
レ
ギ

ュ
ラ
ー
と
な

っ
た
佐

藤
山宗
史
君

の

シ
ー
ズ

ン
最
後

の
晴

れ

姿
を
応
援

し
よ
う
と
集
ま

っ
た
野
球

部

の
仲
間
や
O
B
た
ち

が

掲
げ
た
も

の
。

横
断
幕

は
佐

藤
君

の

一
高

時

代

の
野
球
部

部

長
・

高
橋

和
雄

先

生
と
監

督

の
三
浦
崇

先
生

が

、

わ

ざ

わ
ざ

一
高

の
書

道

の
先

生

に
書

い
て
も
ら

っ
て
盛

岡
か

ら
持
参

し

た
も

の
。

し
か

し
、
東
京

六
大

学

リ

ー
グ

で
は
個

人

の
応
援

は
禁

止

と

い
う

こ
と

で
、
あ
え

な
く
撤

去

の
憂
き

目

に

（
以
後
、
真

似

し
な

い
で
ネ
）
＝
関
連
記
事

2
面

に
＝

第
3
2
回
総
会
報
告
高
橋
元
昭
元
校
長
ら
恩
師
多
数
ご
列
席
去
る
５
月
1
1
日
（
金
）
第
3
2
回
在
京
白
堊
会
総
会
が
、
ホ
テ
ル
フ
ラ
シ
オ
ン
青
山
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
総
数
は
、
約
2
3
0
名
、
平
成
年
次
卒
業
の
若
手
も
2
0
名
弱

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年

は
、
母
校
か
ら
三

田
信

一
校
長
先
生
、
白
堊
同
窓
会
か
ら
八
角
正
司
副
会
長
、

さ
ら

に
今
年
度

の

幹

事

役

44
年

卒

の
招

待

で
、
在
校
時

の
先
生
方

で

あ

る
高
橋
元
昭
校
長
先

生
、
岩
渕
正
和
先
生
（
数

学

）
、
梅

津
修

甫

先
生

（
生
物
）

、
佐
藤
晴
信
先
生

（
国

語

）
、
高

橋

力

先

生

（
国
語
）

が
参

加

し

て
く

だ
さ

い
ま
し
た
。

高

橋

元

昭

先

生

は

、

「
長
生
き
す

る
の
は

テ
ス

ト

で
90
点
取
る
よ
り
も
難

し

い
」

と

90
歳
と

い
う
高

齢
を
思
わ
せ
な

い
、

ユ
ー

モ

ア
た

っ
ぷ
り

の
挨

拶

で
、
会
場

を
沸

か

せ

て

く

だ
さ

い

ま
し
た
。

ア
ト

ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、

本
会

発
足

の
契
機

と

な

っ
た
、

昭

和

43
年

夏

の
甲

子
園
出

場

の
と
き

の
、
県

予
選
か

ら

ベ

ス
ト

エ
イ

ト

ま

で
勝
ち

進

ん
だ
足

跡
を

ま
と

め

た

ビ

デ
オ
が
放

映

さ
れ
、

一
同
感

動
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

想

い
出

を
語

り
合

い
、
お

互

い

の
健

勝
を
喜

び

合

っ
て

い
る
う
ち

に
時

は

あ

っ
と

い
う

間

に
過
ぎ

、

締

め

は

、

恒

例

の
、

校

歌

斉

唱

（
放
吟

？
）
と

エ
ー

ル
。
そ
れ
ぞ
れ
、

我

が
青
春

、
盛

中
時
代

、

一
高
時

代

に
思

い
を

致

し

、
日
頃

の
ス
ト

レ

ス
を
解

消

し
、
明

日

へ
の
鋭
気

を
養

っ
た

2
時

間

で
し
た

。
別

れ

を
惜

し

み

つ
つ
、
来
年

の
再
会
を

約
し

て
の
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

在
京
白
堊
4
4
会

幹
事
代
表

佐
々
木

裕

「 は じめ て 出席 す る こ とが で きて嬉 しい」

と高橋元昭元校長 （写真左）。他の恩師の

皆さん も本 当 に楽 しそ うで した。

次年度代表幹事の加藤文也さん。次回はもう半年先。

よ ろ し くネ 、45 年卒 新 幹事のみ な さん恒例 の幹 事 引継 式 。

ご くろ う さまでした 、佐 々木 裕 さん、 そ して 、4 4 年卒 幹 事 のみ な さん 。

高橋元昭元校長ら恩師多数ご列席
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今
年

の
総
会
は
昭
和

44
年
3
月
卒
業

が
幹
事
。

こ
の
年

の
野
球
部

の

甲
子
園
出
場
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
在
京
白
堊
会
が
発
足
し
た
。
そ
こ

で
今

回
は
、
平
成
八
年

の
秋
季
大
会
で
優
勝
し
、
あ
わ
や
選
抜
出
場
！

の
夢
を
与
え

て
く
れ
た
平
成

10
年

3
月
卒
業

の
野
球
部
メ
ン
バ
ー
2
人

に
、
野
球
部
O
B
の
菊
地
拓
さ
ん
が
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
。

社
会
人
を
経
て
、
目
標
は
プ

ロ
野
球

（
佐
藤
崇
史
）

菊

地

佐
藤
君
は
明
大
野
球
部

で
レ

ギ

ュ
ラ
ー
と

っ
た
け
ど
、

こ
れ
は
大

変
な
こ
と
だ
よ
ね
。

佐
藤

P
L
と
か
甲
子
園
の
ス
ー
パ

ー
ス
タ
ー
が
集
ま
り
、

最
初
は
カ
ル

チ

ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
（
笑
）
。
1
～
2
年
ま
で
は
絶
対
、

神
宮

に
は
出
ら
れ
な

い
と
思

っ
て

い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

3
年

の
夏
ご
ろ
か
ら
あ
る
程
度

の
結
果
が
出
は
じ
め
、
行
け
る
と
思
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
菊
地
今
年
の
春
に
は
、
野
球
が
で
き
な
く
な
る
よ
う
な
大
怪
我
を
し
た
ん
だ
っ
て
。
佐
藤
え
え
、
試
合
後
の
守
備
練
習
で
バ
ッ
ク
ホ
ー
ム
を
し
よ
う
と
し
た
ら
、
肘
の
骨
が
パ
ー
ン
と
い
う
音
が
し
て
骨
折
で
す
。
3
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
少
し
痛
か
っ
た
の
を
、
勝
負
を
賭
け
て
い
て
無
理
し
た
の
が
い
け
な
か
っ
た
。
救
急
車
が
き
て
、
こ
れ
で
野
球
が
で
き
な
く
な
る
と
思
っ
た
瞬
間
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。
結
局
、
6
月
ま
で
棒
に
振
り
、
7
～
8
月
は
2
軍
で
調
整
、
9
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
一
軍
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
菊
地
高
校
と
大
学
で
は
、
練
習
は
ど
の
よ
う
に
違
い
ま
し
た
か
。
佐
藤
大
学
は
1
0
C
人
の
部
員
が
い
て
試
合
に
出
ら
れ
る
の
は
9
人
＋
α
だ
か
ら
、
練
習
は
み
ん
な
遅
く
ま
で
や
り
ま
す
。
や
ら
な
い
と
す
ぐ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
落
ち
。
僕
は
野
球
が
大
好
き
で
、
好
き
な
野
球
の
た
め
だ
け
に
2
4
時
間
使
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
楽
し
む
と
い
う
か
、
そ
れ
が
な
い
も
の
足
り
な
い
気
分
で
す
。
菊
地
秋
季
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
は
ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
で
し
た
。
吉
田
5
点
取
ら
れ
た
ら
6
点
取
る
打
撃
の
チ
ー
ム
で
、
最
後
は
1
点
差
で
勝
っ
て
い
ま
し
た
。
1
試
合
ご
と
に
力
を
つ
け
て
強
く
な
っ
て
い
っ
た
感
じ
で
す
。
メ
ン
バ
ー
も
い
い
選
手
が
揃
っ
て
い
ま
し
た
。
甲
子
園
切
符
を
逃
し
た
の
は
悔
し
い
け
ど
、
一
緒
に
戟
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
生
涯
の
財
産
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
佐
藤
正
直
、
メ
チ
ャ
悔
し
か
っ
た
。
菊
地
卒
業
後
の
進
路
は
2
人
と
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
。
佐
藤
社
会
人
野
球
で
仙
台
の
七
十
七
銀
行
に
入
部
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
野
球
で
人
並
み
の
給
料
が
誂
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
も
う
一
つ
上
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
プ
ロ
野
改
選
手
が
多
く
伝
統
の
あ
る
明
治
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
吉
田
一
高
で
野
球
が
で
き
た
か
ら
今
の
ぼ
く
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

新ホームページ紹介

今
年

の
3
月
以
降
、
新

た
に
立

ち

上
が

っ
た
白
堊
会
関
係
の

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は

「
盛
岡

41
会
」
「
在
京
白
堊
4
3
会
」
「
4
7
東
京
白
亜
会
」
の

3

つ
の
よ
う

で
す

。

「
盛
岡

41
会
」
は

七
夕
会

の
盛
岡

ご
本
家

版
と

い

っ
た
と

こ

ろ
。

こ

こ
を
訪

問
す

る
と

、
優

雅
な
盛
岡

弁

で
返
事

が

い
た
だ

け
る
か
も

し

れ
ま
せ
ん
よ
。

「在
京
白
堊
4
3
会
」
は
仮
住
ま
い
、
「
4
7
東
京
白
亜
会
」
は
気
合
い
十
分

で
す

。
そ

の
他
、
漏

れ
が
あ
れ
ば

次
号
で
ま
た
紹
介
し
ま
す
。
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村
上
雅
人
（
昭
和

49
年
卒
）
著

実
用
期
に
入

っ
た
新
世
紀
技
術

超
電
導
新
時
代

村
上
雅
人
氏
の
『
超
電
導
新
時
代
』

は
、
今
年
8
月
、
茨
城
大
学
工
学
部

の
村
野
井
徹
夫
先
輩
（
昭
和

35
年
卒
）

の
在

京白堊会ホームページへの

投
稿

で
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
「
工
学

や
物
理

に
な
じ
み
で
な

い
人
で
も
気

軽
に
読
め
そ
う

で
す
」
と

い
う
推
薦

文

に

つ
ら

れ

て
読

ん

で
み

る
と

、

な

る
ほ
ど
、
科
学

の
楽

し
さ
、
夢

の

一

端

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
近
は
児
童

の
理
数
離
れ
が
深
刻

な
よ
う

で
、
中
学
校

の
専
門
教
師
を

小
学
校

に
移
籍
と
か
派
遣
す
る
案
な

ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
に
理
数

か
ら
落
ち

こ
ぼ

れ
て
私
立
文
系
を
選
択
し
た
経
験
か

ら
言
わ
せ

て
も
ら
え
ば
、
理
数
離
れ

の
最
大

の
原
因
は
、
教
師
が
伝
え
る

学
問
の
イ

メ
ー
ジ

の
貧
困

に
あ
る
と

思

っ
て
い
ま
す
。『
超
電
導
新
時
代
』

を
読

ん
で
、
ま
す
ま
す
そ

の
感
を
強

済

済
脚
済

資質

く
し
ま
し
た
。

白
堊
の
同
窓
の
中
に
は
、
超
電
導

（
「
超
伝
導
」
と
記
述
す
る
場
合
も
あ

る
と

い
う
）

の
専
門
家
も
多

い
と
聞

き
ま
す
。
学
会
等

で
の
専
門
的
な
評

価
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
『
超

電
導
新
時
代
』
は
、
超
電
導
に
関
す

る
啓
蒙
書
と
し
て
は
第

一
級

で
す
。

専
門
書
だ
け
で
な
く
、
最
近
は
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

ー

関

係

の

マ

ニ

ュ
ア

ル

の
読
み
に
く
さ
に
閉
口
し
て
い
ま
す

が
、

本
書

は

、
科

学

ア
ド

ベ

ン
チ

ャ

ー
小
説

の
よ
う

に
わ
く
わ
く
ド
キ
ド

キ
と
読

み
進
め
、
気
が

つ
け
ば
超
電

導
が
身
近

に
な

っ
て
い
る
と

い
う
感

じ
で
す
。
中
学
や
高
校
生

の
お
子
様

に
プ

レ

ゼ

ン
ト

し

て
も

い

い
で
し

ょ

う
。
理
数
嫌

い
が
変
わ
る
か
も
。

本
書

で
知
り
ま
し
た
が
、
岩
手
県

の
協
力
で
「
超
電
導
う
き
う
き
わ
く

わ

く

コ

ン
テ

ス
ト
」

を
行

い
、
盛

岡

一
高
は
高
校
部
門
で
大
賞
を
受
賞
。

超
電
導

は
、
岩
手
県

の
夢

で
も
あ
る

よ
う

で
す
。

村
上
雅
人
氏
は
、
他

に
「
な
る
ほ

ど
虚
数
」
「
な
る
ほ
ど
微
積
分
」

な
ど
数
学
関
係
の
啓
蒙
書
の
著
書
も
多
い
。

イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の

ヤ

フ
ー

の
ブ

ッ
ク

シ

ョ

ッ
ピ

ン
グ

で
著
者

名

か

ら
検

索

す

る

と
全
冊
紹
介

さ
れ

て
い
ま
す
。
在

宅

で
注
文

で
き

る
か
ら
便
利
で
す
。

山
崎
益
失
（
昭
和
4
3
年
卒
）
著
啄
木
・
道
造
の
風
か
ほ
る
盛
岡
（
）

著
者

の
山
崎
益
矢
氏
は
団
塊

の
世

代
。
高
校
時
代
に
修
学
旅
行
を
経
験

し
得
な
か

っ
た
空
し
さ

の
反
動
か
ら

本
書
を
著
し
ま
し
た
。
異
郷

へ
の
憧

憤
が
、
上
京
し
て
帰
省
も
ま
ま
な
ら

な
く
な

っ
て
、
逆

に
郷
里
・
盛

岡
の

こ
と
を
記
録
し
ょ
う
と

い
う
思

い
に

転
化
し
た
と

い
い
ま
す
。

そ

の
27
年
間

の
成
果
が
本
書
で
、

啄
木
忌

に
あ
た
る
4
月

13
日
に
刊
行

さ
れ
ま

し
た
。

本
書
を
め
く
る
と
、
ま
ず
、
そ
の

て

い
ね

い
で
精
力
的
な
資
料
収
集
力

に
圧
倒

さ
れ
ま
す
。
盛

岡
に
お
け
る

啄
木

の
足
跡
と
顕
彰
碑
を
網
羅
し
、

図
版
も
豊
富

で
、
み
ち

の
く
盛
岡
の

他

に
類
を
見
な

い
文
学
ガ
イ
ド
ブ

ッ

ク

と

い

っ
て

よ

い

で

し

ょ
う
。

そ

の
精
微
さ
は
盛
岡
人

に
と

っ
て

も
新
鮮

で
役

に
立

つ
と
国
際
啄
木
学

会
・
浦

田
敬
三
先
生

に
書
評
さ
れ
、

「
そ

ん
た

な

ご

ど

お

め

さ

ん

の
本

で

は
じ
め
で
知
り
あ
ん
し
た
」
と

の
地

元
か
ら
の
反
響
も
多
く
あ

っ
た
と

い

い
ま

す
。

た
し
か

に
、
立
原
道
造
が
建
築
家

で
あ
り

「
深
沢
紅
子

の
実
家

の
山
荘

（
生

々
洞
）
に
逗
留
し

て
、
愛
宕
山

の

後

ろ
に
続
く
林
檎
や
葡
萄

の
果
樹
園

の
辺
り
で
、
実
サ
豊
か
な
秋

の
美
に

遭
遇
、
そ
れ
を
包
含
す

る
大
地

に
感

動
し
、
紀
行
文

で
あ
る

『
盛
岡

ノ
ー

ト
』
や

『
風
立
ち
ぬ
論
』
な
ど
を
下

小
路
（
現
、
黒
刊
産
婦
人
科
医
院
）

に
て
著
し
」
た
と

い
う

こ
と
な
ど
は
、

本
書
で
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
石

川
啄
木
と
立
原
道
造

の
接
点

に
注
目

し
た

こ
と

な

ど
、

ほ
と

ん
ど

の
人

は

な

い

の
で
は

な

い
で
し

ょ
う
か
。

本
書

に
は
、
盛
岡
を
故
郷
と
す
る

者

で
な
け
れ
ば
書
け
な

い
情
熱
と
、

盛
岡
在
住

で
は
書
け
な

い
き
め
細
か

さ

が

同
居

し

て

い
ま
す

。

異
郷

へ
の

憧
懐

か
ら
望
郷
の
念

へ
の
ね
じ
れ
が

そ
ん
な
独
特

の
表
現
と
な

っ
て
現

れ
た

の
で
し

ょ
う
。

啄
木

が
好
き
な
人
、
盛

岡
を
大
好
き
な
人
は
必
見

の
書
。ど
こ
か
ら
で
も
読

め
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
度

に
新

し

い
盛
岡

の
発
見
が
あ

る
、

盛
岡

と
啄
木
を
愛
す
る
す
べ
て
の
人
に

お
す
す
め

の
本

で
す
。

掲
示
板
か
ら

今
回
、
も

っ
と
も
気
に
な

っ
た

の

は

、
41
年
卒

の
「
35
年
目

の
東

京
修

学
旅
行
」
で
し
た
。

6
月

9
日

～
10

日
の
1
泊

の
バ
ス
旅
行

で
、

46
名
が

参
加
。

女
性

の
参
加
も
多

く
、
た

い

へ
ん
盛
り
上
が

っ
た
よ
う

で
す
。

［七
夕
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
］

○
少
年
、
少
女
の
面
影
が

懐
か
し
く
楽

し

い
会
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

35
年
ぶ
り
に
お

目

に
か
か
る
方
も
多
く
、
女
性

の
出

席
も
多

か

っ
た

の
で
、

18
歳

の
面
影

を
た
ど
り
ま
し
た
。
皆
様
、
各
分
野

で
ご
活
躍
で
、
私
を
含
め
こ
こ
ま

で

の
年
月
を
思
う
と
、

。

（
投
稿
者

、
渡
辺
達
子
＝
01
年
6
月

13
日
）

○
楽
し

か

っ
た
ね

「
修
学
旅
行
」楽

し
か

っ
た

で
す
よ
。

東
京

に
住

ん
で
い
る
の
に
行
く
機
会

に
の
な
か

っ
た
と
こ
ろ
。
う

み
ほ
た

る
や
お
台
場
な
ど
、
ゆ

っ
く
り
見
学

で
き

て
よ
か

っ
た
で
す
。

（
投
稿
者

・
高
橋
利
宏
＝
01
年
6
月
1
1
日
）



（4）在京白堊会報卒業五十年そして「古稀」記念行事は母校での〝再履修〟′「盛中では人物考査、身体検査の一点に重点を置き先ず国民学校長の成績内申と志願者の口頭試問の結果を総合して採用する方針であるが、第一に純心であり、正直である生徒を望む。また今日のような時局に際し、中学生として敵国の中学生におくれをとらないような生徒であり必要なことは中学生として勤労に耐え得る身体を持った者を希望している（後略）」昭和20年2月17日新岩手日報県下中学校入学考査方針と題した抜粋記事である。かくして合格した330人－その時は、半年以内に敗戦の憂き目に遭うなど夢にも思わなかった昭和20年4月。盛岡中学校の入学式において、時の新田信寛校長は、出席した父兄に対して「皆様のお子さんの命は、校長たるこの私がお預かりしました⊥と挨拶で述べられ、父兄は、この場でも戦況の厳しさを思い知らされた。その校長先生の胸中の痛みもまた如何ばかりであったか。実に深刻な時局の入学式であり、これがまた吾ら白堊二六会同年生の出会いでもあった。それから旧制中学・新制高校と在籍6カ年、敗戟後は校舎も設備も荒廃していたが、意外と学舎は自由で明るく、個性溢れていた。しかし授業は、一時は教科書もなく学習不足の時期があった。そして卒業から50年。古稀を迎え、その記念行事は恩師の特別授業で再履修となった。去る9月22日、記念行事として、一高新校舎で恩師沼宮内耕作先生の特別講義、その後市内ホテルで総会・懇親会。会は百人を越す盛況で、在京二六会からも大挙23人が参加し、在郷組から大歓迎を受けた。件の強さを改めて知り、再会を楽しみに帰京した。（島川成昭＝昭和26年卒）階段教室で講義をする沼宮内耕作先生名簿のアンケートにご協力下さい。締め切りは12月15日（土）平成14年版の在京白堊全会員名簿を作成しますので、アンケートにご協力下さい。締め切りは12月15日（土）必着でお願いします。名簿はB5版約300ページで、約4，000名の会員を収録。会費を納入されている会員には無料で送付いたします。宮沢賢治盛中時代の写真有名な宮沢賢治の写真と比べると、まだ少年のあどけなさが残る。「明治嶋年2月11日卒業生送別記念」の賢治。賢治は大正3年卒だから、まだ在校生で満13歳半ばの頃の写真となる。この写真は大迫町の近く、稗貫郡亀ケ森の浄囲寺（真宗大昔派）の現住職、亀山助正氏＝昭和45年卒＝の祖父、亀山敬軌氏＝明治45年卒＝の卒業写真からのもの。「当時の盛中生は、カメラを見ず大志を抱くように中空を睨んで写真に収まったんですね」と亀山助正さん。体格は立派になっても、やはり現代の一高生が小粒になった感は否めないということか。●甦ったCD「世に謳われし浩然の－」制作についてこのCDは、母校の創立百周年を記念して、昭和55年に製作したレコードをCD復刻したものです。CDの由来は、我々盛岡一高昭和43年度応援委員会有志が、母校創立百周年を記念して、後世に残るものをと発案し制作したもの。利益が出た場合は母校に記念品を贈ろうということでとりかかりました。昭和55年1月27日、レコード会社の技術者が機材を持って母校に集まり、当時の現役の応援委員と在校生有志が斉唱して、校歌・応援歌全曲と愛唱歌の鉄壁白堊城を一日で録音しました。とても寒い日でしたが、現役の応援委員と在校生有志は元気一杯に大きな声で見事に斉唱し、その素晴らしさに寒さを忘れたことを覚えています。幸いレコードは予想以上に売れ、母校に大太鼓を贈呈することができました。それから20年余、我々も満50歳となり、在京白堊会総会の幹事学年となつて百周年記念のレコードをCDで復刻することにしました。CD化は予想以上に大変でしたが、CDとなって目の前に現れたときには本当に感激しました。このようにして出来上がったCDですが、まだ若干の在庫があります。欲しい方は、同封の注文用葉書か、左記ヘファクシミリまたはEメールでご注文下さい。値段は1枚1500円です（送料が別途必要）。ご注文いただいた方には、CDと一緒に、送料を含めた金額を記入した振込用紙を郵送しますので、最寄りの郵便局で代金のお支払をお願いします。不明を点は左記へお問い合わせ下さい。■お問い合わせ先〒107・0052東京都港区赤坂2丁目3番2号ランディック第3赤坂ビル7階片山・田中法律事務所在京白堊44会事務局（担当片山卓朗）TelO3・5545、6471Fax03・5545・6472■注文先Eメールta芸＠sky．sannet、ne．jpあとがき在京白堊会ホームページへの書き込みが最近少ないようです。もっと気軽に立ち寄って、みんなで盛り上げましょうね。


